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⾝近なダイバーシティ
⼤学院数理科学研究科 副研究科⻑

平地 健吾

 本研究科の教員公募では「ダイバーシ
ティ推進についての抱負」を体験に関連づ
けて書くことを求めています。私が 30 歳
の時なら何を書けば良いのか頭を抱えたと
思います。今なら⾔いたいことが沢⼭あり
ます。⼆⼈の息⼦が成⼈になった記念の年
なので、共働きでの⼦育てを振り返ってみ
ます。私が体験したことだけを書きますの
で、ダイバーシティで重要な「当事者でな
くても想像⼒を持って共感する」はほとん
ど含まれません。体験談が集まることで共
感できる対象も増えますので、この思い出
話もダイバーシティを考える参考になれば
幸いです。
 上の⽔彩画はプリンストン⼤学の Magie 
Apartments です。2004 年から翌年にか
けて家族４⼈で滞在しました。余談ですが
1991 年には村上春樹もここに住んで「ね
じまき⿃クロニクル」を書き始めたそうで
す。今から思えば家族で渡⽶できたのは偶
然の重なりです。2000 年に数理に赴任し、
数年の内に在外研究員として海外に⾏ける
ということを聞いていました。ところが
2002 年に⻑男が⽣まれ、常勤の職を持つ
⺟と⼦を残して⼀年間の渡⽶は難しい状況
でした。幸い続けて次男が⽣まれたため、
妻の産休・育休を延⻑して家族でのプリン
ストン滞在が可能となりました。次男が⽣
まれて 3 ヶ⽉での渡⽶です。バークレーに
⼀年間滞在したことがあったので⽶国での
⽣活には慣れていましたが、幼い⼦供がい
ると病院に連れて⾏くことも多く複雑な医
療制度に苦労しました。0 歳の次男は定期
検診で頭の形の矯正を勧められました。
オーダーメイドのヘルメットを⼀⽇ 23 時
間かぶると頭が綺麗な楕円になるそうで
す。息⼦は私と同じ頭の形なので⼤きなお
世話だと思いました。ダイバーシティの視
点も⽋けています。
 2005 年 8 ⽉に帰国し、翌年 4 ⽉の妻の
復職に向けて保育所を探し始めました。近
くの区⽴保育所の競争率は⾼く、駒場キャ
ンパスの保育所も候補でした。幸運なこと
に徒歩圏内の保育所に⼊ることができ、夫
婦で分担して⼦供を送り迎えする⽇々が始
まりました。妻は週末が忙しい仕事だった
ので、休⽇は私が⼦供の世話をすることに
なりました。また帰宅も私の⽅がフレキシ

ブルなので出来る限り⼣⾷は私が作りまし
た。週末に男⼦⼆⼈を家に閉じ込めておく
のはほぼ不可能なので、動物園、博物館、
⾼尾⼭、近所の公園など毎週のように放浪
していました。⻑男が⾃転⾞に乗れるよう
になってからは⾃宅から半径５キロにある
⼤きな公園を網羅しました。⼦供を公園で
遊ばせておいてベンチで数学を考えること
もありました。ノートとペンがあればどこ
でも仕事が出来るのは好都合でした。
 近年、週末に開催される研究集会が増え
たのは困ったことでした。役⽬がある⽇本
数学会の集会と私が主催する集会以外では
殆ど国内出張には⾏かなくなりました。⼀
⽅、海外の会議での招待講演はできる限り
引き受けました。新しい研究のネタ探しは
⼤事です。私が⼀番気に⼊っている発⾒は
カナダ・バンフのワークショップで議論を
している間に⽣まれ、数年後の ICM の招
待講演で発表することができました。プリ
ンストンやウィーンの研究所から招待され
たときは数週間から数ヶ⽉の間、家を空け
てしまいました。海外に⾏く時は義⺟が泊
まりがけで助けに来てくれました。寛⼤な
妻と義⺟に感謝です。
 ⻑男が⼩学校に⼊ってからは学童保育も
利⽤しました。学童の保護者会では⽗親が
役員になり熱⼼に活動していました。私も
⻑年、書記として学童のホームページと
メーリングリストの作成、学童保育への
メール連絡の開始（それまでは Fax のみ）
など、IT 化を進めました。春には保護者の
交流も兼ねたバーベキュー、夏には丹沢で
の合宿、秋には学校祭で豚汁の模擬店を出
店しました。なぜこんなに頑張るのか、今
にして思うと謎の組織です。
 PTA の役員も平⽇に時間が取れる私が担
当しました。⼩中⾼の全てで（あまり⼈気
のない）広報委員を引き受けました。⼩学
校では開校 140 周年記念に合わせて学校
の歴史クイズを作りました。委員の中にエ
ディトリアルデザイナーさんがいたので編
集作業はお任せすることができましたが、
これで良いのかという疑問も残りました。
中学校では広報委員⻑になってしまいまし
た。⼀部の⼈に仕事が集中することを避け
るために前述のデザイナーさんに編集から
印刷発注までを外注することにしました。

委員は記事と写真を⼿分けして準備するだ
けで済みます。教職員と PTA 役員の紹介
パンフレットを作る（本来は学校の仕事で
は ?）時には、委員の⼀⼈だった写真家（有
名な雑誌で芸能⼈や料理の撮影を担当され
ています）にポートレート撮影の指導をし
てもらい写真集レベルの完成となりまし
た。⾼校の広報誌は新聞形式の構成で、⾃
由に企画を出せました。その学校はスー
パーサイエンス・ハイスクールだったので

「数学者と語ろう」という座談会を計画し
ました。⾼校⽣を 20 名ほど東⼤数理に招
き河野研究科⻑（当時）の幾何学に関する
プレゼンの後、私が司会をして質疑応答を
しました。その概要を私がマニアックな記
事にまとめました。
 急に休みを取らなければならないことも
よくありました。⼦供の発熱には常に悩ま
されます。⻑男は毎年のようにインフルエ
ンザに罹りました。東⽇本⼤震災の時はイ
ンフルエンザで出席停⽌だった⻑男と⼀緒
に家に居ました。電⾞が⽌まったので私は
⼣⽅からの教授会を⽋席し、妻は翌朝まで
帰宅することができませんでした。地震の
後で両親不在という状況にならなかったの
は幸いでした。次男は学校をサボることが
あったので、担任の先⽣から電話がかかっ
てくると探しに帰る必要がありました。い
つも家の近所にいるので⼼配ではないので
すが、そのように答えることもできないの
で困りました。みっともない話は沢⼭あり
ますが省略します。
 育休後の復職の難しさは妻の様⼦を⾒て
よく分かりました。働き慣れた元の職場に
戻れるとは限らない、短縮勤務にすること
で⼈事評価が不利になる等、改善すべきだ
と思う点は沢⼭ありました。男性の育児休
業や短縮勤務が推奨されることが理想で
す。私の場合は育児のための隠れた短縮勤
務だったのかも知れません。研究者は⾃⼰
裁量が⼤きいので⼦育てにどれだけの時間
を使って良いのか迷います。組織としても、
育児に限らず、ワークライフバランスの改
善のためにできることはまだまだありま
す．共感⼒を持って対応していきたいと思
います。

K. Hirachi, Magie Apartments, 23x30cm, watercolor
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 2022 年 10 ⽉ 15 ⽇ ( ⼟ ) 午後、数理科
学研究科棟⼤講義室において、東京⼤学⼤
学院数理科学研究科設⽴ 30 周年記念式典・
コンサートを開催しました。
 当⽇のプログラムは、

「Trio Mathemata+ ⾳楽 × 数学 × 科学 ×
技術」と題された中島さち⼦⽒等による
ジャズピアノ演奏で幕をあけました。
 藤井輝夫 総⻑、池⽥貴城 ⽂部科学省⾼
等教育局⻑ ( 代読 平野誠 ⾼等教育局国⽴
⼤学法⼈⽀援課⻑ )、⻲澤宏規 三菱 UFJ
フィナンシャル・グループ取締役代表執⾏
役社⻑ グループ CEO、森⼭⼯ 総合⽂化研
究科⻑・教養学部⻑、⼤栗博司 国際⾼等
研究所 カブリ数物連携宇宙研究機構⻑よ
り御祝辞を賜りました。
 式典の最後を飾った特別講演⼩林俊⾏ 
数理科学研究科教授から「"Visible action"
と " ただ⼀つ " ―無重複表現を⽣成する幾
何構造―」、⽯井志保⼦ 数理科学研究科特
任教授・東京⼤学名誉教授「30 年の歩み
―多様な視点から―」では、それぞれ本研
究科の 30 年を振り返り、更なる⾶躍を予
感させるものでした。
 対⾯・オンライン形式で約 200 名の⽅
に御参加頂き盛況の内に終了となりまし
た。

 2020 年春に始まった新型コロナウイル
スの感染拡⼤により、多くのイベントが中
⽌、延期あるいは規模を縮⼩しての開催と
なり、この記念式典も予定通り開催できる
のか不安もありましたが、⼤講義室に卒業
⽣や学⽣を含め約 100 名にのぼる⽅々を
お迎えできたことは、数理科学研究科の教
職員にとって⾮常に⼤きな価値がありまし
た。⽇頃から数理科学研究科をご⽀援いた
だいている来賓の⽅々から、直接温かいお
祝いのお⾔葉をいただいたことは、たいへ
ん有難いことでした。オンラインでのス
ピーチに慣らされてきたこの 2 年半でした
が、対⾯での⾁声でこそ伝わるものがあっ
たと思います。⽣演奏のコンサートは出席
された多くの⽅々にとって久しぶりの体験
だったのではないでしょうか。
 本式典は東京⼤学のホームカミングデイ
に合わせて開かれました。コロナ禍以前の
ホームカミングデイのイベントでは、例年、
最後に⽴⾷のパーティがあり、卒業⽣と在
校⽣、教職員の親睦・交流の場となってい
ました。感染拡⼤防⽌のため、30 周年の
機会にこのような場を設けることができな
かったことが⼼残りではありますが、感染
状況もようやく落ち着いてきましたので、
来年度以降の再開を楽しみに待ちたいと思
います。今回、会場にはお越しいただけな
かった皆様にも、そのときにはぜひ数理の
様⼦をご覧になり、旧交を温め、新たなつ
ながりを作る機会としていただければと思
います。
 祝辞をいただいた⻲澤⽒は私の学⽣時代
の同級⽣で、ともに整数論を勉強していま
した。今回、出席者の⽅々とは⽴ち話程度
でしたが、春休みにご実家へアポなしでお
おぜいがお邪魔するという、とんでもない
昔ばなしを思い出す機会になりました。
 30 周年の機会に「東京⼤学⼤学院数理
科学研究科 30 周年記念誌」を作り、コン
サート・式典で配布しました。数理科学研
究科の近況や、歴史を伝える資料を掲載し
ています。まだ残部がありますので、
是⾮、⼀部おもちになってご覧ください。
数理科学研究科が 30 周年を迎えることが
できたのは、数学・数理科学の研究に取り
組んだ学⽣の皆さんの努⼒あってこそのこ
とだと思います。
 改めて今回無事に 30 周年の節⽬を皆様
と迎えられたこと、そして盛⼤なコンサー
ト・式典を執り⾏えましたことに感謝申し
上げます。
 最後になりますが、ご挨拶・ご講演頂い
た皆様、ご臨席賜りました参加者の皆様、
運営に携わって頂いたタスクフォース等ス
タッフの⽅々、誠にありがとうございまし
た。

( 数理科学研究科⻑ 斎藤毅 )

東京⼤学⼤学院数理科学研究科設⽴ 30 周年記念式典・コンサート開催

コンサート⾵景 
左から中島さち⼦⽒、鈴⽊広志⽒、相川瞳⽒、
武徹太郎⽒ ( 撮影︓河野裕昭⽒ )

斎藤毅 数理科学研究科⻑
( 撮影︓河野裕昭⽒ )

⼩林俊⾏ 数理科学研究科教授
( 撮影︓河野裕昭⽒ )

⽯井志保⼦ 東京⼤学名誉教授
( 撮影︓河野裕昭⽒ )

藤井輝夫 総⻑

⼤栗博司 国際⾼等研究所
カブリ数物連携宇宙研究機構⻑

⻲澤宏規 株式会社三菱 UFJ
フィナンシャル・グループ 取締役
 代表執⾏役社⻑ グループ CEO

東京大学大学院数理科学研究科設立 30 周年記念式典・コンサート式次第 

 

日 時：令和 年 ⽉ ⽇ ⼟ ホームカミングデイ 午後 時 分〜午後 時 分
場 所：東京⼤学 駒場Ⅰキャンパス 数理科学研究科棟
式次第：

司会 副研究科⻑ 平地健吾
記念コンサートの部（午後 時 分〜 時 分）

「 ⾳楽ｘ数学ｘ科学ｘ技術」
株式会社 代表取締役社⻑ 中島さち⼦⽒、鈴⽊広志⽒、相川 瞳⽒、武徹太郎⽒

―休憩（午後 時 分〜 時）―
記念式典の部（午後 時〜 時 分）

研究科⻑式辞 数理科学研究科⻑ 斎藤 毅
総⻑祝辞 総⻑ 藤井輝夫⽒
来賓祝辞

・⽂部科学省⾼等教育局⻑ 池⽥貴城⽒
（代読 ⾼等教育局国⽴⼤学法⼈⽀援課⻑ 平野 誠⽒）

・株式会社三菱 フィナンシャル・グループ 取締役 代表執⾏役社⻑ グループ
⻲澤宏規⽒

関係部局⻑祝辞
・総合⽂化研究科⻑・教養学部⻑ 森⼭ ⼯⽒
・国際⾼等研究所 カブリ数物連携宇宙研究機構⻑ ⼤栗博司⽒

―休憩（午後 時 分〜 時 分）―
講演

・「 と ただ⼀つ" ―無重複表現を⽣成する幾何構造―」
数理科学研究科 教授 ⼩林俊⾏

―休憩（午後 時 分〜 時 分）―
・「 年の歩み―多様な視点から―」

数理科学研究科 名誉教授（特任教授） ⽯井志保⼦
主 催：東京⼤学⼤学院数理科学研究科
後 援：東⼤数学同窓会

・新型コロナ感染防⽌対策（マスク着⽤、密集回避等）のご協⼒をお願いします。
・ 階のコモンルームも休憩室としてご利⽤いただけます。
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放蕩息⼦の帰還
 私と数理科学研
究科のご縁は、研
究科の前⾝である
理学部数学教室に
学⽣として進学し
た 1978 年に始ま
ります。当時は本
郷キャンパスの理
学部 5 号館に数学
教室はありました。

コモンルームには⾼⽊貞治の銅像が飾って
あり毎朝ご挨拶したのを懐かしく思い出し
ます。
 数学科の学⽣として数学研究を本格的に
始めてから退官を迎えるまで早４５年が過
ぎました。私が数学研究を続けていくこと
を助けていただいた多くの⽅々にたいする
感謝の気持ちでいっぱいです。私の最初の
研究は加藤和也先⽣と共同で⾏った「⾼次
元類体論」です。

 類体論はフェルマーとガウスの偉業を源
とし 20 世紀前半に⾼⽊貞治と E. Artin に
より完成された整数論の礎で，⼤域体 ( 有
理数体の有限次拡⼤あるいは有限体上の⼀
変数関数体 ) の最⼤アーベル拡⼤のガロア
群を，その体に内在的な情報 ( 例えばイデ
アル類群)のみを⽤いて統制する理論です。
類体論の⾼次元化とはこの理論を，有限⽣
成体 ( 有理数体あるいは有限体上⾼い超越
次数を持つ関数体 ) の場合へ拡張する理論
です。これはスキーム論を⽤いて数論幾何
学的問題として定式化されます。最初の研
究でこのような⼤きな問題に取り組むこと
が出来たのは幸運であったというしかあり
ません。私を導いてくださった加藤和也先
⽣に⼼から感謝しております。
 ⾼次元類体論以外にもうひとつ思い出深
い研究を挙げるなら「ハッセ原理の⾼次元
化」です。ハッセ原理とは⼤域体上の中⼼
的単純環にたいする ( あるいは⼤域体のブ
ラウアー群にたいする ) 局所⼤域原理で，
古典的類体論において重要な役割を果たす
ものです。1985 年に加藤和也先⽣がこれ

を⾼次元の数論的スキームに拡張する予想
を提出しました。⻑年の苦闘の末 2011 年
に、Jannsen さんと Kerz さんとの共同研
究として加藤予想の⼤きな部分（標数と素
な部分）を解決することができました。
 ⾃分の研究の話をし始めるときりがない
のでこの辺が区切りのつけどころですが、
もうひとつだけ述べさせてください。ここ
4 年ほどモチーフ理論の拡張に取り組んで
います。⾃分でも驚いたのですが、それが
分岐理論と深い関係があることがわかって
きました。分岐理論といえば斎藤毅先⽣が
世界的権威で⽬覚ましい業績を挙げられて
います。毅先⽣の壮⼤な理論のなかのほん
の些細な部分ですが、それをモチーフ理論
という全く別の理論から違った解釈ができ
ることに気が付きました。数学というのは
幾つになっても常に驚きと感動を与えてく
れるものだと改めて感じています。これら
の研究活動の多くを⽀えてくださった数理
科学研究科にたいし感謝の念に堪えませ
ん。研究科が今後も優れた研究と教育の場
であられることを⼼より願っております。

　

　　教養部報の「駒
場をあとに」では
書けなかった教養
学部後期課程との
関わりのお話をさ
せ て い た だ い て、
退職の挨拶にさせ
て頂きたいと思い
ます。
 私は１９９６年
に厚⽣省⼈⼝問題

研究所（当時）から数理科学研究科に異動
しました。国⽴とはいえ、省庁直轄の社会
科学系研究機関から東⼤数理への移籍は、
おそらく空前の異例の⼈事だったと思いま
すが、それが可能になったのは、故三村昌
泰教授と落合卓四郎研究科⻑（当時）の応
⽤数理振興への強い思いがあったからだと
想像しています。その期待に応えられたか
どうかは疑問ではありますが、ともあれ、
⾃分にとっては、霞が関の合同庁舎５号館
という役⼈の世界から緑豊かな駒場のアカ
デミアへと環境が激変して、１４年のブラ
ンクの後での数学の講義というのも⼤変で
した。すっかり忘れている数学を復習して
は教えに⾏くという⾃転⾞操業の⽇々でし
た。
 そのころ、教養学部基礎科学科数理コー
スの世話をしておられた薩摩順吉、岡本和
夫教授に呼ばれて、基礎科学科の教務をや
らないかと誘われました。それがその後１
０数年におよぶ基礎科学科との関わりの始
まりでした。ご存知の通り独⽴研究科とし
ての数理の発⾜にあたって基礎科学科の数
学教室は数理に統合され、基礎科学科数理
コースの授業は数理科学研究科が提供する
ことになっていました。当時は、もと基礎
科学科の教官だった薩摩先⽣、岡本先⽣が
中⼼となり、赴任してきた三村先⽣ととも

に基礎科学科数理コースの授業内容の作
成、割り振りなどを調整していたわけです
が、その教務の仕事を受け持つことになっ
たわけです。今でもそうだと思いますが、
基礎科学科（いまは統合⾃然科学科ですが）
の教務になると、３コマほどデフォルトで
基礎科学科の授業を受け持ちますし、教務
ポイントもあるので、⼤学院授業を除けば、
ほとんど基礎科学科専任のような感じにな
り、前期課程とは疎遠になります。そのお
かげで、私も初期の数年を除いてはほぼ基
礎科学科の授業ばかりを担当してきまし
た。基礎科学科では、２年からセミナーが
あり、４年で卒研をおこないますので、学
⽣とは密な交流があって、とても楽しい思
い出ばかりです。
 基礎科学科と数理の関わりは、単に過去
の経緯によって授業を提供しているという
ことではなく、⼤学院数理科学研究科への
学⽣のリクルートという重要な役割があり
ました。基礎科学科はレイトスペシャリ
ゼーションという教養学部の理念を体し
て、数理、物質、⽣命、科学史の各コース
の垣根を低くして様々な科⽬を学べるよう
に設計されていました。従って、特に応⽤
数理の⼤学院進学には適切な環境だったわ
けで、毎年数⼈は数理⼤学院へ進学して、
その中から優れた研究者に育っていった⼈
もいます。なかには応⽤ではなく、純粋数
学へ進んだ⼈もいました。進学振り分けの
時には数学科進学の決断がつかなくて、基
礎科学科を経て数学へたどりつく⼈もいた
のです。
 しかしそうした良い関係は、統合⾃然科
学科になってから崩れてきているようにみ
えます。実は、私⾃⾝、統合⾃然科学科へ
組織変更されてから教務の仕事に熱意を
失っておりました。随分時間をかけた学科
再編だったとは思いますし、教養学部内の
議論の委細は承知していませんが、その看
板とは裏腹に、新しい学科は基礎科学科が
もっていた「総合的に⾃然科学を学ぶ」と

いう理念がうすれ、専⾨のたこつぼ化が進
んだように思えてなりませんでした。その
後、次第に統合⾃然科学科から数理⼤学院
に進学する学⽣も減ってきてしまいまし
た。これは統合⾃然科学科の問題だけでは
なく、数理の側からの関わり⽅の問題でも
あると思います。要するに、初期の薩摩先
⽣たちのような熱⼼な関わり⽅をしなく
なって、単に義務的に授業提供するだけの
関係に陥っているからではないでしょう
か。
 今でもそうだと思いますが、基礎科学科
の授業担当者の決め⽅は、教務による⼀本
釣りです。前期課程科⽬のように班に割り
当てたり、機械的ローテーションではあり
ませんでした。それは、「基礎科学科向き
のひと」にお願いするという薩摩・岡本時
代からの慣習でした。確かにそういう決め
⽅だと関係者は熱⼼であるかもしれません
が、声のかからない⼈にとっては他⼈事と
いうことになります。そして、初期の、過
去の経緯を知る⼈たちが去るとともにすべ
てが単なる慣例になっていき、実体的な意
義が失われてきているのではないでしょう
か。最近、統合⾃然科学科の⽅から、数理
の関わり⽅（熱意のなさ︖）に関して批判
がでているということを⽿にしました。実
は同じことが、統合⾃然科学科の側でも起
きているのではないかと思います。そろそ
ろ組織として、⼤きなリソースを割いてい
る教養学部後期課程との関わり⽅を、研究
科全体の問題として再考すべき時かもしれ
ません。
 数理が発⾜してから３０年、初期の理念
を体現していた⼈々は去りました。周囲の
環境も激変していますが、研究科発⾜時に
⾼く掲げた「数理科学」の精神はますます
輝きを増していると思います。ともあれ、
数理科学研究科の皆様、（旧）基礎科学科、
統合⾃然科学科の皆様には⻑い間お世話に
なりました。皆様の益々のご発展を祈念致
しております。ありがとうございました。

退職される先生からのことば

稲葉　寿
大学院数理科学研究科  教授

斎藤  秀司
大学院数理科学研究科  教授
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 今年度の公開講座は、駒場祭開催期間中の
11/19( ⼟ ) に⼤講義室で対⾯・オンライン併
⽤のハイブリッド形式で開催されました。表
題のテーマの下、福泉麗佳先⽣（東北⼤学⼤
学院情報科学研究科）「量⼦世界における流れ
と数学」、河東泰之先⽣「無限次元の⾏列と量
⼦コンピュータ」、緒⽅芳⼦先⽣「量⼦系で出
来ることと出来ないこと」の三講演が⾏われ
ました。3 年ぶりに⼀般の⽅を⼤講義室に招
く形となり、対⾯では 70 名ほど、オンライン
では 150 名ほどの⽅が参加して下さいました。
各講演の後には活発な質疑応答があり、これ
まで当たり前であったいつもの雰囲気が、少
しは取り戻せたのではないかと思います。
 ⼀⽅で、感染症対策のためとはいえ、対⾯
参加者の⽅々には少々窮屈な思いをさせてし
まったかもしれません。駒場祭が⼊構制限を
敷く中、対⾯参加者の⽅々には、指定した順
路で数理棟にお越し頂くことをお願いせざる

を得ませんでした。駒場祭での催しを楽しみ
ながら数理の公開講座に気軽にご参加頂くと
いう形を私は想定していたのですが、そのよ
うな形が可能になるのはもう少し先なのかも
しれません。
 当⽇は、ビデオスタッフの⽅々が動画撮影
をして下さり、オンライン中継のご指導をし
て下さいました。また 8 名の学⽣がスタッフ
として、会場設営・受付・写真撮影の他、対
⾯参加者の誘導・オンライン中継のカメラ操
作などをして下さいました。総務チームの佐
藤⾹苗さんには、開催前からポスターの作成
や会場設備の準備に携わって頂きました。通
常通りとは⾔えない中、無事に公開講座を催
すことができたのは、多くの⽅々のご協⼒が
あってこそでした。この場をお借りしてお礼
を申し上げたいと思います。

公開講座公開講座
「量⼦の世界の数学」 「量⼦の世界の数学」 
⽊⽥ 良才⽊⽥ 良才

講演の様子
（河東泰之先生）

講演の様子
（福泉麗佳先生）

学位記伝達式学位記伝達式
⼤学院数理科学研究科⼤学院数理科学研究科
理学部数学科理学部数学科

 2023 年 3 ⽉ 23 ⽇に⼤学院数理科学
研究科学位記伝達式（修⼠課程・博⼠課
程）が⼤講義室で⾏われました。修了者

（修⼠課程 47 ⼈、博⼠課程 14 ⼈）が、
河東泰之専攻⻑から学位記を伝達されま
した。また、学業優秀者（修⼠課程 11 名、
博⼠課程 6 名）に対して数理科学研究
科⻑賞が、斎藤毅研究科⻑より授与され
ました。数物フロンティア・リーディン
グ⼤学院プログラム修了者（6 名）に⼭
本昌宏 FMSP コーディネーターから修
了証書が授与されました。続いて、河東
泰之専攻⻑と斎藤毅研究科⻑から祝辞が
述べられました。

 2023 年 3 ⽉ 24 ⽇に理学部数学科学
位記伝達式が⼤講義室で⾏われました。
卒業⽣ 48 名が、河東泰之学科⻑から学
位記を伝達されました。また、理学部学
修奨励賞の授与が⾏われました。学科⻑
から告辞、研究科⻑からの祝辞が述べら
れました。
 感染症対策のため⾏われていなかった
学⽣の集合写真ですが、今回はマスクを
外して撮影されました。また「お祝いの
会」が、4 年ぶりに⾏われました。コモ
ンルームに集まった学⽣や先⽣⽅は、皆
笑顔で卒業、修了の喜びを分かち合いま
した。



Topics

懇親会懇親会

 20２3 年 3 ⽉ 13 ⽇に数理懇親会が、ル
ヴェソンヴェール駒場で⾏われました。感
染症対策のため 4 年ぶりの開催でした。
61 ⼈（教員 30、名誉教授 14、職員 17 ⼈）
が参加しました。
 懇親会世話⼈の松尾厚准教授と⽩⽯潤⼀
准教授の司会で進⾏し、2019 年度から今
年度の間に退職や異動した教員や職員が紹
介されました。新任教員の挨拶では、4 ⼈
の新任の先⽣が制限時間１⼈ 1 分間のため
リレーのように早⼝で⾃⼰紹介をし笑いを
誘っていました。退職された先⽣には、繋
がりの深い先⽣から感謝の⾔葉が贈られま
した。昨年度までに退職された先⽣の挨拶

では「花束は⼀度もらいましたが、」を枕
詞にコロナ渦での事や数理への想いなどが
話されました。今年度退職される先⽣から
の挨拶では、稲葉寿教授は、厚⽣省から東
⼤教員になった珍しい経緯や基礎科と数理
の関係等を話され、齋藤秀司教授は、欧州
に⻑期出張した事や歌舞伎町で怪我をした
エピソードを話され⼤いに盛り上がりまし
た。
 退職された先⽣には、東⼤からの感謝状、
数理からのお餞別や花束が贈られました。
最後は、テーブルごとに写真撮影をし、去
られる先⽣との別れを惜しみつつ閉会とな
りました。
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談話会談話会
２０２２年度最終講義 ２０２２年度最終講義 
―4 年ぶりに対⾯実施 ――4 年ぶりに対⾯実施 ―

稲葉寿教授 金井雅彦名誉教授 齋藤秀司教授
 ３⽉１３⽇の談話会で、昨年度末退職された稲葉寿教
授、斎藤秀司教授、また⼀昨年度退職された⾦井雅彦名
誉教授に最終講義としてご講演いただきました。昨年秋
頃に広がった新型コロナ感染症「第８波」も落ち着き、
4 年ぶりに対⾯の参加者を迎えて zoom によるオンライ
ン中継も⾏うハイブリッド形式で最終講義を実施するこ
とができました。昨年度は⼤学の講義が対⾯へ移⾏しつ
つあり、談話会も数理内限定で対⾯参加をみとめつつハ
イブリッド形式で開催してきましたが、対⾯参加者は毎
回とても少なく、最終講義も寂しいことにならないかと
ても⼼配でした。幸い数理内外から少なくない数の⽅々
がご参加下さり、アフターコロナへ向かいつつあること
を実感させる充実した会となりました。最初の⾦井先⽣
の講演は、スライド講演のオンライン中継は暗がりで講
演者の顔が⾒えず臨場感が出にくいとの⾦井先⽣のご配
慮により、事前に収録されたビデオを⽤意しそれを上映
する形で⾏いました。ビデオの完成度の⾼さに皆さん感
⼼されたのではないでしょうか。⾦井先⽣独特のゆった
りとした⼈を引き込むような柔らかい語り⼝を聞く機会
が少なくなってしまうのを寂しく感じました。Mostow
の剛性定理にまつわる「とらぬタヌキ」たち、これから
も是⾮追い続けて欲しく思います。稲葉先⽣は新型コロ
ナ感染症や少⼦化問題などの社会問題において、その数

理研究の果たす役割などについて、ご⾃⾝の研究を振り
返りつつ講演して下さいました。国内の感染症対策にお
いて専⾨家の知⾒がいかに反映されるべきかはコロナ禍
で浮き彫りになった問題ですが、講演の最後の⽅で触れ
られた 30 年間構造がほとんど変わらず世界から取り残
された⽇本の少⼦化問題の⽅が、私には今後の⽇本の未
来に関わる⼤きな問題として印象に残りました。最後は
斎藤秀司先⽣が英語で講演されました。いつものように
とても熱を帯びたエネルギッシュな講演で、まだまだ退
職されるには早いのではないかと感じました。いつも陽
気でポジティブな空気をまとい周りの⼈々を元気付け
る、魅⼒ある秀司先⽣が退職されてしまうのを、分野の
近い⼀研究者として残念に思います。 講演後、元学⽣な
どがおそらく１０⼈以上秀司先⽣を囲んで楽しそうに話
をしている光景を⾒つつ、秀司先⽣のもつ魅⼒を再認識
すると同時に、⼈々が対⾯で語り合う⼤切さと有り難さ
を感慨深く思いました。最後になりましたが、談話会開
催にあたりお世話になった⽅々に厚くお礼申し上げま
す。また当⽇講演に参加しそびれた⽅は、数理ビデオアー
カイブに動画が公開されていますので、是⾮ご視聴下さ
い。

２０２2 年度談話会委員会委員⻑ 
辻 雄
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2023 年度⽇本数学会代数学賞
權業 善範

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科 准教授）
⾼次元極⼩モデル理論の構築とその応⽤
Studies on higher dimensional minimal 
model theory and its applications

2022 年度⽇本数学会賞秋季賞
緒⽅ 芳⼦

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科 教授） 
量⼦スピン系の研究
Studies on quantum spin systems

2022 年度⽇本数学会賞
建部賢弘奨励賞
⾦城 翼

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科 
博⼠後期課程）
コホモロジー的 Donaldson-Thomas
不変量の研究
Studies on cohomological Donaldson-
Thomas invariants

2022 年度⽇本数学会賞
建部賢弘特別賞
岩⽊ 耕平

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科 准教授 )
完全 WKB 解析 , クラスター代数 , パンル
ヴェ⽅程式および位相的漸化式の研究
Studies on exact WKB analysis, cluster
algebras, Painlevé equations and 
topological recursion

受賞

伊原 康隆
（東京⼤学 名誉教授／京都⼤学 名誉教授）
数論の研究
Study on number theory

儀我 美⼀
（東京⼤学⼤学院数理科学研究科 特任教授／
東京⼤学 名誉教授／北海道⼤学 名誉教授）
⾮線形問題の数理解析
Mathematical analysis of nonlinear problems

森⽥ 茂之
（東京⼤学 名誉教授／東京⼯業⼤学 名誉教授）
特性類の幾何学
Geometry of characteristic classes

⽇本数学会⼩平賞は，⽣涯にわたって世界的学術業
績を挙げた当会会員を顕彰する賞です。わが国の数学
の⽔準がさらに⾼いものとなって欲しいとの願いから
当会に遺産を寄贈された故岡⽥敬夫の遺志に沿い，
2019 年に創設されました。授賞は４年に１回⾏い，
受賞者は各回４名を原則とします。

 この賞の名称は，20 世紀を代表する数学者の⼀⼈
である⼩平邦彦博⼠にちなみます。博⼠は複素多様体
論を創始し，代数幾何学・複素関数論・数理物理をは
じめとする多くの分野に巨⼤な影響をおよぼしまし
た。太平洋戦争下の困難な時期に研究の道を歩み始め
た博⼠でしたが，その調和解析の研究に瞠⽬したヘル
マン・ワイルの招聘を受け，1949 年プリンストン⾼
等研究所のフェローに就任，1954 年には⼩平消滅定
理をはじめとする業績に対し，⾮欧⽶⼈として初の
フィールズ賞を受賞しました。さらに当時最新の⼿法
であった層のコホモロジー論に調和解析を適⽤して，
複素構造の変形理論，複素曲⾯の分類理論といった画
期的な業績を挙げました。1968 年に帰国し⺟校東京
⼤学に復職すると，1975 年の退官まで７年余の間に
⼗数名の研究者が博⼠の下から巣⽴ち，わが国が代数
幾何・複素多様体論の⼀⼤研究センターとなる⼤きな
要因となりました。晩年の博⼠は数学教育の重要性を
訴え，模範的な教科書や味わい深いエッセイの執筆を
通じて数学の普及に貢献しました。（⽇本数学会 HP よ
り抜粋）

第 2 回⽇本数学会賞⼩平邦彦賞

2022 年度⽇本数学会
応⽤数学研究奨励賞
磯部 伸

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科博⼠後期課程）
連続無限層深層ニューラルネットワークの変分的
定式化とその解の存在
Variational formulations of continuous infinite 
layer deep neural networks and existence results

2022 年度現象数理学三村賞
柳⽥ 英⼆
( 東京⼤学⼤学院数理科学研究科 特任教授 )
反応拡散系および⾮線形熱⽅程式に関する研究
Studies on reaction-diffusion systems and 
nonlinear heat equations

⽇本応⽤数理学会 2022 年度
論⽂賞 (JSIAM Letters 部⾨ )
千葉 悠喜

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科 特任研究員）
論⽂賞 (JJIAM 部⾨ )
東 康平

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科博⼠後期課程）
薩摩 順吉

（東京⼤学 名誉教授 / 武蔵野⼤学 名誉教授）
時弘 哲治

（東京⼤学 名誉教授）
ベストオーサー賞 ( 論⽂部⾨ )
⿑藤 宣⼀ 

（東京⼤学⼤学院数理科学研究科 教授）




